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天才アートとは、障碍
のある人やひきこもり
者などの多くがもって
いる優れた感性と表

現力、そこから湧き出る独創的なアート
作品に対して、NPO 法人 障碍者芸術
推進研究機構（天才アート KYOTO）
が独自にネーミングしたものです。当
機構は天才アートを推進し、その啓発・
普及活動を積極的に行っています。
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会
期　
２
０
２
６
年
１
月
22
日（
木
）～
２
月
３
日（
火
）

時
間　
11
時
～
18
時
／
期
間
中
、１
月
26
日
（
月
）・

２
月
２
日
（
月
）
休
館

会
場　
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

Ｂ
・
Ｃ
（
京
都
市
中
京
区
油
小
路
通
御
池

押
油
小
路
町
２
３
８-

１
）

入
場
無
料

※
会
期
中
、
１
月
25
日
（
日
）
14
時
か
ら
当
機
構

理
事
・
伊
東
宣
明
（Artist

／Ph.D.

）
に
よ

る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。

　
先
着
15
名
（
事
前
申
込
不
要
）

主
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

共
催　
京
都
市
・
京
都
市
教
育
委
員
会

特
別
協
賛　
（
株
）
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

助
成　
一
般
財
団
法
人
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ａ
財
団

市
役
所
本
庁
舎
地
下
連
絡
通
路
に
展
示

昨
年
に
引
き
続
き
、
京
都
市
役
所
本
庁
舎
地
下

連
絡
通
路
内
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
約
32
メ
ー
ト
ル
内

に
当
機
構
の
紹
介
な
ど
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

障
碍
の
あ
る
人
の
創
造
的
制
作
活
動
を
支
援
し

て
き
た
当
機
構
と
し
て
、
四
条
通
り
地
下
道
で
開

催
中
の
『
公
共
空
間
に
ア
ー
ト
の
彩
り
！
』
展
と

関
係
づ
け
て
展
示
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の

つ
な
が
り
を
大
事
に
、
当
機
構
の
今
ま
で
の
取
り

組
み
と
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
２
５
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期　
２
６
年
１
月
５
日（
月
）～
１
月
30
日（
木
）

予　　告

展 覧 会

『
天
才
ア
ー
ト
展
』
は
、
２
０
１
２
年
に
ス
タ
ー

ト
し
て
、
今
年
で
13
回
目
。
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
が

あ
り
、
優
れ
た
感
性
と
表
現
力
、
そ
こ
か
ら
湧
き

出
る
独
創
的
な
世
界
観
を
、
よ
り
多
く
の
方
々
に

出
会
い
識
っ
て
も
ら
う
機
会
と
し
て
、
多
く
の
方

に
ご
高
覧
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
１
年
の
集
大

成
と
も
い
え
る
『
天
才
ア
ー
ト
展
』
は
、登
録
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
全
員
の
最
新
作
を
一
堂
に
展
示
す
る
貴

重
な
作
品
展
。
人
び
と
の
生
活
の
中
に
広
く
ア
ー

ト
が
定
着
し
、
素
敵
な
イ
ン
フ
ラ
と
な
り
つ
つ
あ

る
今
日
、
登
録
作
家
40
余
名
の
力
作
が
皆
さ
ま
を

お
迎
え
し
ま
す
。

新
年
早
々
か
ら
、
新
た
な
作
品
の
数
々
が
皆
さ

ま
の
ご
来
場
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ー
ト
展

「“Strike G
old” A

rt for 
“N

o C
oncept”-

作
為
な
き

表
現
者
た
ち
」
に
参
加

一
般
社
団
法
人 A

rts and Creative M
ind

とG
Y

RE

が
共
催
す
る
同
展
に
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
同
展
は
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ー
ト

の
視
点
か
ら
、
作
為
を
持
た
な
い
表
現
の
本
質
に

注
目
。
タ
イ
ト
ル
「Strike G

old

」
に
は
、
未
知

の
表
現
を
前
に
新
た
な
視
点
を
得
る
、
あ
る
い
は

心
躍
る
体
験
を
共
有
す
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「N

o Concept

」

は
、
’21
年
よ
り
提
唱
さ
れ
、
既
存
の
枠
に
収
ま
ら

な
い
多
様
な
表
現
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

当
機
構
か
ら
は
、
い
し
い
こ
う
た
、
大
場
多
知

子
、
水
玉
み
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
３
人
の
作
品
を

出
展
し
て
い
ま
す
。

共
催　
（
一
社
）Arts and Creative M

ind + GYRE

会
期　
２
０
２
５
年
12
月
６
日
（
土
）
〜

２
０
２
６
年
１
月
25
日
（
日
）

会
場　

GYRE GALLERY

（
東
京
都
渋
谷
区
神

宮
前5-10-1 GYRE 3F

）

昨年開催の第12回天才アート展2024の会場

開 催 中

展 覧 会

公
共
空
間
に
ア
ー
ト
の
彩
り
！
展

第
９
回
開
催
中
で
す

「
公
共
空
間
に
ア
ー
ト
の
彩
り
！
展
」
は
、
暗

く
殺
風
景
に
な
り
が
ち
な
地
下
道
な
ど
の
公
共
空

間
に
、
当
機
構
作
品
デ
ー
タ
で
作
成
し
た
Ｂ
１
サ

イ
ズ
の
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、「
ア
ー
ト

の
彩
り
」
で
明
る
く
和
み
の
あ
る
空
間
を
創
り
出

す
京
都
市
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
取
り
組
み
で
す
。

展
示
作
業
中
に
は
、
ご
高
齢
の
女
性
か
ら
「
毎ポスターパネルを見ながら通行される歩行者

堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

第
13
回
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
２
５

を
開
催 

年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
励
ま
し
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

会
期　
'25
年
11
月
15
日（
土
）～
'26
年
１
月
16
日（
金
）

会
場　
四
条
通
地
下
道
（
下
京
区
麩
屋
町
通
付
近

～
富
小
路
通
付
近
の
間
）

主
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

協
力　
京
都
市
歩
く
ま
ち
京
都
推
進
室
・

阪
急
電
鉄(

株)

助
成　
（
公
財
）
京
都
オ
ム
ロ
ン
地
域
協
力
基
金

会
場　
御
池
通
り
地
下
、
京
都
市
役
所
本
庁
舎
地

下
連
絡
通
路
約
32
ｍ
）

主
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

協
力　
京
都
市
行
財
政
局
総
務
部
庁
舎
管
理
課
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こ
れ
ま
で
に
も
セ
ン
タ
ー
通
信
「G

LO
BE

」

の
表
紙
を
天
才
ア
ー
ト
の
作
品
が
毎
号
飾
っ
て
き

た
ご
縁
も
深
い
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー

（
世
人
研
）
が
、
若
い
人
も
集
う
「
府
民
市
民
の

皆
さ
ま
と
連
携
・
交
流
で
き
る
拠
点
」
と
な
る
よ

う
に
本
年
度
よ
り
開
始
し
た
事
業
「
世
人
研
発
ふ

ら
っ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
…

そ
の
第
５
回
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
10
月
24
日

（
金
）
～
11
月
６
日
（
木
）
ま
で
の
２
週
間
、
27

作
品
の
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
展
覧
に
く
わ
え
、
大
阪

関
西
万
博
で
披
露
し
た
天
才
ア
ー
ト
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
と
パ
ネ
ル
群
も
再
披
露
。
さ
ら
に

セ
ン
タ
ー
通
信
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
表
紙
も
一
挙

公
開
す
る
…
展
覧
会
が
実
現
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
世
人
研
が
拠
点
を
お
く
京
都
市
立
芸
術

こ
こ
ろ
を
紡
ぐ

ー
共
生
す
る
ア
ー
ト
展
ー
に
協
力

天
才
ア
ー
トK

YO
TO

×art space co-jin

西
松
建
設
グ
ル
ー
プ
の
西
松
地
所（
株
）が
運
営

す
る
タ
ッ
セ
ル
ホ
テ
ル
三
条
白
川
（
京
都
市
東
山

区
）
が
、
館
内
の
１
階
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
開
催
さ
れ

た
「
こ
こ
ろ
を
紡
ぐ––

共
生
す
る
ア
ー
ト
展––

」

に
出
展
協
力
し
ま
し
た
。

期
間
の
前
半
を
天
才
ア
ー
トKYO

TO
 

セ
レ

ク
シ
ョ
ン
、
後
半
を
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
コ
ー
ジ
ン 

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
展
示
を
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
：
タ
ッ
セ
ル
ホ
テ
ル
三
条
白
川
１
階
ラ
ウ
ン

ジ
ス
ペ
ー
ス

会
期
：
11
月
28
日
（
金
）
～
12
月
21
日
（
日
）

主
催
：
タ
ッ
セ
ル
ホ
テ
ル
三
条
白
川

共
催
：
天
才
ア
ー
トKYOTO
／
ア
ー
ト
ス
ペ
ー

ス
コ
ー
ジ
ン

報　　告

展 覧 会

大
学
の
「
学
園
祭
」
の
今
回
コ
ア
と
な
る
３
日
間

の
11
月
２
日
（
日
）
に
は
、
雨
宮
副
理
事
長
に
よ

り「
天
才
ア
ー
ト-N

o A
RT N

o LIFE-

」を
テ
ー

マ
に
講
演
、
１
日
（
土
）
と
３
日
（
祝
）
に
は
対

話
型
鑑
賞
法
に
よ
る
作
品
解
説
も
実
施
。

こ
れ
ま
で
の
シ
ニ
ア
層
に
く
わ
え
、
芸
術
を
学

ぶ
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
作
家
さ
ん
た
ち
と
の
出
会

い
の
場
に
も
な
っ
た
の
か
と
。

さ
ま
ざ
ま
な
障
碍
が
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
優

れ
た
感
性
と
表
現
力
、
そ
こ
か
ら
湧
き
出
る
独
創

的
で
多
様
な
ア
ー
ト
と
の「
対
話
」の
機
会
に
な
っ

た
…
な
ど
う
れ
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
数
多
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
社
会
的
包

摂
）
へ
の
道
の
り
…
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
コ
ト
ひ

と
つ
ひ
と
つ
で
す
。

G
RID

 K
YO

TO

～
京
都
ま
ち
の
文
化
祭
〜
に
出
展

京
都
市
で
は
、
互
い
に
つ
な
が
り
、
支
え
合
い
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
な
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｈ
ｕ
ｂ
」
を
設
置
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
む
プ
レ
イ
ヤ
ー

や
市
民
が
交
流
し
、
つ
な
が
る
起
点
と
な
る
祭

典
「G

RID
 KYO

TO

〜
京
都
ま
ち
の
文
化
祭
〜
」

が
開
催
さ
れ
、
当
機
構
も
出
展
し
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
庁
舎
前
広
場
で
繰
り

広
げ
ら
れ
た
数
々
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
多
く
の

市
民
の
方
々
が
歓
声
を
あ
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

日
時
：
'25
年
11
月
15
日
（
土
）
11
時
〜
16
時

場
所
：
京
都
市
役
所 

庁
舎
前
広
場
お
よ
び
ゼ
ス
ト

御
池
地
下
街（
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

は
ゼ
ス
ト
御
池
地
下
街
に
展
示
）

世
人
研
発
ふ
ら
っ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

障
碍
者
ア
ー
ト
と
人
権

ー
一
人
ひ
と
り
に
個
性
が
あ
る
・
世
界
が
あ
る
ー
に
初
参
画
！「GLOBE」バックナンバー

ポスターパネル展覧風景

解説する雨宮 章副理事長

天才アートKYOTOはゼスト御池のスペースに出展

タッセルホテル三条白川1階ラウンジスペースの展示
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TENSA I
ART
NOTE

天 才
アート
ノート

いしい こうた　Kota Ishii　1995 年生
いしいの作品は、その多くが「人の感情や意識」、「動物」
をモチーフとして制作されており、近代絵画や漫画表
現などからの影響も貧欲に受け入れ、混沌とした世界
を描き出します。アクリル絵の具やクレパス、鉛筆など
を用いて、一度制作に取りかかると止まることない雄
牛のような勢いでパワフルに描きます。出来上がった絵
を前にすると観る者にはその迫力が伝わってきます。

『子供をのせるぞうさん』　キャンバス・アクリル絵の具、530×660mm、2023年制作

『きょうりゅうだぞー』　キャンバス・アクリル絵の具、655×530mm、2023年制作

『少年が描いたような恐竜の絵』　キャンバス・アクリル絵の具・ポスターカラーマーカー、
652×803mm、2025年制作

いしい こうた

全て『無題』　紙・ペン、245×340mm、130×149mm、2021年〜
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本 ちはる

川嶋 誉大

川嶋 誉大　Yoshihiro Kawashima　1996年生
川嶋はクレパスを寝かせて手に持ち、色画用紙に擦りつけることで、
オール・オーヴァーな画面ともいえる作品を必ず紙の表裏両面に
描きます。彼はクレパスを「擦りつける」という行為そのものを楽
しんでいるのです。そこに生まれるものは奥行きや何かを描いた形
もなく、色彩と痕跡があるのみです。彼が描く時はダイナミックに
身体を全部使い、時にリズムをとりながら描いていきます。無心に
楽しみながらも激しい動きから生まれた静謐な画面は、観る人に
よって多様な印象を抱かせます。

本 ちはる　Chiharu Moto　2003年生
アーティストには、「同じモチーフやタッチを継続して深める作家」
のタイプと「作風を変え続ける作家」のタイプがいます。本は後者
にあたり、彼女の興味によって一年単位で作風が変わり続けます。
一見、違う作家の作品と思えるほど作風が変化しますが、一貫し
て日常生活の中での「反復」「漫画やキャラクター」「話し言葉」「食
事と排泄」などがテーマとして出てきます。現在、まだ若い彼女の
作品は断続的な作風に見えるかもしれません。しかしながら表面的
には作風を変えながらも一貫したテーマで蓄積されていく作品群は、
星が連なり星座となるように、いずれその全貌を表すでしょう。

「無題」　色画用紙・クレパス、393×542mm、2025年制作 「無題」　色画用紙・クレパス、393×542mm、2025年制作

『無題』　色画用紙・クレパス、393×542mm、2024年制作 「無題」　色画用紙・クレパス、393×542mm、2024年制作
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●
小
さ
い
時
か
ら
絵
の
才
能
を
発
揮

私
が
37
才
、
夫
が
42
才
の
時
に
産
ま
れ
た
子
が

多
知
子
で
す
。
結
婚
し
て
14
年
目
に
、
数
年
に
渡

る
不
妊
治
療
と
流
産
を
繰
り
返
し
、
よ
う
や
く
授

か
っ
た
娘
で
し
た
。
出
産
時
、
娘
は
２
５
０
０
グ

ラ
ム
の
小
さ
さ
で
も
、
ガ
ー
ゼ
に
染
み
込
ま
せ
た

ぶ
ど
う
糖
の
初
乳
を
よ
く
吸
い
、
生
き
る
力
の
強

さ
を
実
感
し
て
う
れ
し
く
思
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

２
歳
頃
、
初
め
て
形
に
な
る
絵
を
描
き
、
そ
の

魚
の
絵
は
し
ば
ら
く
ベ
ビ
ー
た
ん
す
に
貼
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
同
じ
頃
、
自
分
で
お
む
つ
の
替
え

を
持
っ
て
き
て
私
に
「
替
え
て
く
だ
さ
い
」
と
言

う
よ
う
な
子
で
し
た
。
幼
少
期
は
夫
が
よ
く
絵
本

を
読
ん
で
聞
か
せ
、
小
学
校
に
上
が
る
頃
に
は
進

ん
で
本
を
読
む
読
書
好
き
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

外
遊
び
も
好
き
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ね
だ
っ

て
買
っ
て
も
ら
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
日
本
刀

を
私
の
着
物
の
腰
ヒ
モ
で
腰
に
付
け
、
近
所
の
竹

林
で
拾
っ
た
枝
に
夫
の
パ
ン
ツ
の
ゴ
ム
を
付
け
て

弓
矢
を
作
り
、
そ
れ
を
肩
に
掛
け
て
龍
安
寺
の
庭

や
裏
山
を
駆
け
ず
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、

自
然
の
中
で
動
植
物
を
観
察
採
取
し
、
観
察
眼
や

生
き
物
に
親
し
み
を
持
つ
気
持
ち
を
養
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

幼
稚
園
の
頃
か
ら
小
・
中
学
校
卒
業
ま
で
、
市

や
府
へ
の
絵
画
展
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
毎
年
入
選

し
、
評
価
し
て
頂
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

私
も
絵
を
描
く
の
が
好
き
で
、
一
緒
に
横
で
同
じ

モ
チ
ー
フ
を
描
い
た
り
、
帰
省
し
た
時
に
田
舎
の

風
景
や
畑
の
作
物
な
ど
も
、
よ
く
２
人
で
描
い
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
そ
の
姿
勢
が

親
に
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
て
賞
を
獲
っ
て
い
る
と

い
う
誤
解
や
陰
口
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う

で
す
。
娘
は
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
子
で
し
た
。

●
中
学
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ジ
メ

中
学
の
頃
は
、
同
級
生
に
振
り
回
さ
れ
る
の
を

嫌
い
、
距
離
を
取
る
と
イ
ジ
メ
の
首
謀
者
と
し
て

攻
撃
さ
れ
た
り
、
同
じ
部
活
の
子
と
一
緒
に
登
下

校
し
て
い
る
内
、
そ
の
子
が
小
学
校
か
ら
テ
ス
ト

の
不
正
や
商
品
を
無
断
で
持
ち
出
す
な
ど
、
悪
い

こ
と
を
し
て
い
る
の
を
知
り
、
他
言
す
る
と
、
そ

の
子
に
逆
に
娘
が
当
事
者
だ
と
歪
曲
し
て
広
め
ら

れ
、
教
師
か
ら
不
当
な
扱
い
を
受
け
ま
し
た
。

テ
ス
ト
の
答
案
を
教
師
に
破
ら
れ
た
り
、
授

業
で
間
違
え
る
ま
で
当
て
続
け
ら
れ
、
間
違
え
る

と
立
た
さ
れ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。
隣
の
ク
ラ
ス

の
子
が
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
な
く
す
と
、
娘
が

触
っ
て
も
い
な
い
の
に
隠
し
た
と
犯
人
に
さ
れ
た

り
、
親
に
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
て
い
る
と
言
い
ふ

ら
す
同
級
生
の
子
の
家
に
、
私
が
電
話
で
抗
議
す

る
と
、「
電
話
を
掛
け
て
く
る
母
親
」
と
い
う
レ
ッ

テ
ル
を
貼
ら
れ
た
り
ま
し
た
。
陰
湿
で
姑
息
な
周

囲
、
学
校
、
教
師
に
対
す
る
不
信
感
と
嫌
悪
感
が

増
大
し
た
と
い
い
ま
す
。

小
学
校
で
始
め
た
部
活
は
中
学
で
も
続
け
ま

し
た
が
、
意
地
悪
を
さ
れ
、
笑
い
者
に
さ
れ
た

り
、
プ
レ
ー
す
る
た
び
ヤ
ジ
や
冷
や
か
し
を
言
わ

れ
、
ひ
ど
く
緊
張
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
好

き
だ
っ
た
勉
強
も
ス
ポ
ー
ツ
も
ト
ラ
ウ
マ
化
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
学
校
に
行
き
渋
る
よ
う
に
な
り
、

遅
刻
す
る
と
担
任
か
ら
体
罰
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

悪
い
こ
と
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
を
全
部
娘
に
押
し

付
け
て
、
悪
者
と
し
て
攻
撃
し
、
傷
付
け
て
も
良

い
人
間
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
校
に
上
が
っ
て
も
同
様
で
、
前
述
の
同
級

生
の
子
も
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
り
、
そ
の
子
の
巧
み

な
情
報
、
印
象
操
作
で
ず
っ
と
娘
や
私
も
お
と
し

め
ら
れ
続
け
ま
し
た
。
思
っ
た
こ
と
も
な
い
の
に
、

女
優
に
な
り
た
が
っ
て
い
る
、
芸
能
界
に
憧
れ
る

頭
の
弱
い
子
と
作
話
さ
れ
、
そ
れ
を
事
実
確
認
も

せ
ず
み
ん
な
が
喜
々
と
し
て
広
め
、
バ
カ
に
し
、

趣
味
で
は
な
く
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
生
き
方
を
求
め
て

ご家族さま
より寄稿

コ
ケ
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
娘
は
高
校
か
ら
絵
を

描
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
這
っ
て
で
も
学
校

に
通
い
続
け
て
卒
業
す
る
よ
う
言
い
ま
し
た
。

当
時
、
娘
は
こ
う
し
た
自
分
の
体
験
を
話
し
て

く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ス
ト
レ
ス
で
娘
の
髪
が
抜

け
て
い
た
り
、
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
し
て
い
た
り
、
断

片
的
な
事
実
を
垣
間
見
て
、
夫
と
心
配
ば
か
り
す

る
だ
け
で
し
た
。
10
年
程
前
、
娘
が
40
歳
の
頃
か

ら
よ
う
や
く
具
体
的
に
私
に
語
っ
て
く
れ
て
、
当

時
の
心
配
な
様
子
と
つ
な
が
り
、
合
点
が
い
っ
て

納
得
で
き
ま
し
た
。 

親
に
話
し
て
く
れ
な
か
っ
た

の
は
、
私
も
夫
と
の
食
い
違
い
が
多
す
ぎ
て
、
頼

り
な
い
親
と
し
か
見
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
も
っ
と
芯
か
ら
語
り
合
え
る
親
子
だ
っ

た
ら
、
と
悔
や
ん
で
い
ま
す
。
子
育
て
と
い
う
も

の
に
関
し
て
、
夫
も
私
も
未
熟
で
し
た
。

●
父
親
の
介
護
と
統
合
失
調
症
の
発
症

夫
の
お
酒
や
お
金
の
問
題
に
気
付
い
て
は
い

た
け
ど
、
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
る
ま
で
隠
さ
れ
、

触
れ
さ
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
夫
が
晩
年 

「
ワ

シ
は
な
ん
で
こ
ん
な
人
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん

だ
ろ
う
」
と
後
悔
を
吐
露
し
た
こ
と
が
あ
り
、
こ

の
人
は
人
間
と
し
て
ダ
メ
だ
と
諦
め
ま
し
た
。 

娘
は
卒
業
と
同
時
に
ひ
き
こ
も
り
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、そ
の
頃
、夫
の
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
と
多
重
債
務
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

言
い
争
い
や
喧
嘩
が
絶
え
な
い
家
庭
環
境
に
耐
え

か
ね
た
娘
が
、
夫
を
病
院
へ
連
れ
て
行
き
、
娘
も

そ
こ
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

幼
少
期
は
あ
ん
な
に
明
朗
快
活
だ
っ
た
娘
が
、

ひ
ど
く
緊
張
し
て
人
の
中
に
入
れ
ず
、
話
す
こ
と

小学3年の頃、市の美術展

大
場 

文
子

2 〜 3歳の頃
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れ
、
趣
味
で
描
く
気
だ
っ
た
娘
は
度
肝
を
抜
か
れ

た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
な
ん
か
が
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
な
れ
る
ん
だ
ろ
う
か
…
と
言
っ
た
り
も
し

て
い
ま
し
た
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
は
社
会
的
肩

書
で
は
な
く
、
生
き
方
の
姿
勢
で
は
な
い
か
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
経
験
を
芸
術

に
昇
華
す
る
こ
と
が
生
活
の
軸
に
な
っ
た
ら
し
い

で
す
。
芸
術
の
た
め
と
言
い
、
食
べ
た
い
お
菓
子

を
食
べ
、
視
た
い
テ
レ
ビ
を
視
、
読
み
た
い
本
を

読
み
、
遊
び
歩
い
て
、
し
た
い
こ
と
を
し
て
る
だ

け
の
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、
娘
が
生
き
る
こ
と

を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
が
私
は
う
れ

し
い
で
す
。
娘
の
作
品
は
、
い
つ
も
私
の
予
想
を

少
し
上
回
り
ま
す
。
そ
れ
が
楽
し
み
で
、
ず
っ
と

見
続
け
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

新
婚
時
代
、
私
は
夫
に
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
ま

し
た
が
な
か
な
か
上
達
せ
ず
、
ひ
と
り
で
練
習
し

続
け
、
70
才
前
の
頃
に
「
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
」

が
弾
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
夫
に
「
弾
け
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
」
と
言
わ
れ
た
の
が
今
で
も
心
に

強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、大
き
な
キ
ャ

ン
バ
ス
に
向
か
っ
て
好
き
な
絵
を
描
い
て
い
る
今

の
娘
を
見
た
ら
、
き
っ
と
夫
は
「
描
け
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
」
と
笑
っ
て
言
う
で
し
ょ
う
。

20歳の頃、飼い犬と

も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
な
の
に
、
夫
の
借
金
の
後
給
末
や
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
治
療
の
介
護
を
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
私
は
体
が
不
調
で
動
け
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
娘
が
28
歳
の
時
、
統
合
失
調
症
を
発

症
し
ま
し
た
。 
幸
い
通
院
中
だ
っ
た
た
め
、
投

薬
治
療
も
迅
速
で
、
大
き
く
人
格
は
崩
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
工
藤
先

生
に
診
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
。

親
が
う
ま
く
言
え
な
い
こ
と
を
娘
に
上
手
に
言
っ

て
下
さ
り
、
同
意
見
や
共
感
を
感
じ
、
安
心
し
て

い
ら
れ
ま
し
た
。
娘
も
家
で
本
ば
か
り
読
ん
で
い

た
の
が
、
大
学
の
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
美
術

館
へ
行
く
よ
う
に
な
り
、
再
び
少
し
ず
つ
絵
も
描

き
始
め
ま
し
た
。
次
第
に
家
で
も
好
き
な
こ
と
の

話
し
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
心
理
学
の
大
家
、
河

合
隼
雄
先
生
を
隼
雄
ち
ゃ
ん
。
メ
ラ
ニ
ー
・
ク
ラ

イ
ン
を
ク
ラ
イ
ン
お
ば
さ
ん
。
町
内
を
歩
い
て
い

る
野
良
猫
を
ニ
ャ
ン
コ
先
生
！
と
駆
け
寄
っ
て
話

し
か
け
、
私
に
は
誰
が
先
生
で
誰
が
お
友
達
か
戸

惑
う
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
し
た
。

●
天
才
ア
ー
ト
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

11
年
前
、
娘
が
37
歳
の
時
に
、
夫
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。
借
金
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
心
配
を
も
う
し

な
く
て
い
い
と
、
心
底
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
希
望
を
持
て
る
人
生
が
始
ま
る
と
、
よ
う
や

く
生
き
た
心
地
が
し
ま
し
た
。
娘
に
も
そ
れ
が
通

じ
た
の
か
、
彼
女
は
天
才
ア
ー
ト
に
入
る
道
を
選

び
ま
し
た
。

天
オ
ア
ー
ト
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
、
始
め

は
四
つ
切
り
の
画
用
紙
１
枚
に
１
カ
月
近
く
掛
っ

て
鬼ほ
お
ず
き灯
の
絵
を
描
く
の
が
精
一
杯
で
し
た
。
そ
れ

が
今
で
は
80
号
の
キ
ャ
ン
バ
ス
も
、
１
年
ほ
ど
掛

か
っ
て
で
す
が
、
椿
の
絵
を
仕
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
展
覧
会
に
近
所
の
方
々
や
病
院

関
係
の
方
々
、
学
校
関
係
の
方
々
、
も
う
縁
も
切

れ
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
な
方
ま
で
観
覧
に
来
て

い
た
だ
き
、
温
か
い
励
ま
し
の
声
を
掛
け
て
下
さ

り
、
人
に
対
す
る
恐
怖
心
が
娘
の
中
で
薄
ら
い
で

い
っ
た
よ
う
で
す
。
人
の
中
に
入
る
こ
と
が
少
し

ず
つ
で
き
て
き
て
、
社
会
性
を
取
り
戻
し
て
き
て

い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
や
先
生
方
の
お
支
え

の
お
か
げ
で
、
あ
の
年
で
成
長
さ
え
し
て
い
る
気

も
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。
天
才

ア
ー
ト
に
入
る
前
は
、
娘
は
生
活
の
中
に
少
し
彩

を
添
え
る
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
絵
を
描
く
こ
と
を

取
り
入
れ
て
み
よ
う
、
と
思
っ
て
入
っ
た
そ
う
で

す
が
、
今
で
は
絵
を
描
く
こ
と
が
生
活
の
基
盤
に

な
っ
て
い
ま
す
。

天
オ
ア
ー
ト
に
入
っ
て
間
も
な
い
頃
、
高
島

先
生
が
「
40
歳
、
50
歳
で
趣
味
で
絵
を
描
い
て
た

ら
い
か
ん
。
社
会
に
自
分
を
訴
え
る
絵
を
描
く
ん

だ
！
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
り
な
さ
い
！
」
と
言
わ 小学6年生の頃、龍安寺で写生
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京
都
市
長
応
接
室
に
作
品
を

展
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

10
月
16
日
（
木
）、
京
都
市
長
応
接
室
に
当
機

構
登
録
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
水
玉
み
り
さ
ん
の
作
品

『
に
ょ
ど（
２
）＋
』
を
飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鮮
や
か
な
色
・
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
元
気

が
出
る
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
本
作
品
に
対
し
、
松

井
市
長
は
「
私
も
こ
の
作
品
を
見
る
た
び
に
、
元

気
を
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
支
援
に
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

平
野
は
京
都
な
ら「
五
山
の
送
り
火
」「
京
都
タ
ワ
ー
」「
清

水
寺
」、
東
京
な
ら
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
と
い
っ
た
観
光

名
所
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
幹
線
や
車
、
時
に
は
お
菓
子

や
お
寿
司
な
ど
、
自
身
が
興
味
を
持
つ
対
象
を
、
彩
色
を
し

た
粘
土
や
木
彫
り
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を

用
い
た
り
し
て
、
し
ば
し
ば
「
ア
イ
コ
ン
」
と
し
て
作
品
を
制

作
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
制
作
物
を
並
べ
る
と
、
さ
な
が
ら

都
市
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

〈
編
集
後
記
〉

毎
年
、
天
才
ア
ー
ト
展
は
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
時
期
に

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
１
月
〜
２
月
に
変
更
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
比
較
的
行
事
が
少
な
い
時
期
に
開
催
し
た

方
が
、
関
係
者
も
含
め
来
場
者
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
の

判
断
か
ら
で
す
。
寒
い
時
期
で
す
か
ら
実
際
は
ど
う
な
の
か
、

ふ
た
を
開
け
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
皆
さ

ま
に
ご
来
場
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

天
才
ア
ー
ト
展
ま
で
残
り
１
カ
月
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
皆

さ
ん
は
素
晴
ら
し
い
作
品
を
完
成
さ
せ
、
来
場
者
の
方
々
に

披
露
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
コ
ロ
ナ
へ
の
感
染
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

会報「天才アート」は、株式会社 SCREEN グラフィックソリューションズが提供する
ヒラギノフォントを使用しています。

今
回
は
活
用
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

11
月
、
ワ
イ
ン
を
取
り
扱
っ
て
い
る
ラ
ッ
ク

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
様
の
試
飲
会
に
て
、
京
都

ふ
ぉ
ん
と
を
用
い
た
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
が
グ
ッ
ズ
と

し
て
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
お
買
い
求

め
い
た
だ
き
完
売
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
小
さ

く
畳
め
る
エ
コ
バ
ッ
グ
も
作
成
さ
れ
て
お
り
、
こ

ち
ら
は
現
在
「
ぶ
ら
り
嵐
山
」
に
て
購
入
可
能
で

す
。
嵐
山
へ
行
か
れ
た
際
は
、
ぜ
ひ
お
店
へ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
名
刺
デ
ザ
イ
ン
や

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

い
く
予
定
で
す
の
で
、
街
中
で
見
か
け
る
こ
と
も

多
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

平野 孝吉　Takayoshi Hirano
『東京スカイツリーと電車その他』集合写真　
アクリル絵の具・紙粘土、2016-2020 年制作

松井京都市長と水玉みりさんの作品

広
が
る「
京
都
ふ
ぉ
ん
と
」の

活
用
事
例

２
０
２
４
年
度
よ
り
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

登
録
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
採
用
い
た
だ
き
ま

し
た
「
京
都
ふ
ぉ
ん
と
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
続
々
と
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

トートバッグ（上）とエコバッグ（下）


